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７月９日～８月12日

　

７
月
９
日
、
今
年
度
の
﹁
認
知
症
講

座
﹂
と
し
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

﹁
ぼ
け
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。﹂
の
上
映
会
が
社
会
福
祉
会

館
で
開
催
さ
れ
、
昼
の
部
・
夜
の
部
を

合
わ
せ
て
１
１
２
名
が
鑑
賞
に
訪
れ
ま

し
た
。
こ
の
映
画
は
、
認
知
症
の
妻
と

そ
れ
を
支
え
る
夫
の
日
常
風
景
を
、
映

像
監
督
で
あ
る
娘
の
視
点
で
切
り
取
っ

た
作
品
で
す
。昼
の
部
の
上
映
後
に
は
、

こ
の
映
画
を
撮
影
し
た
信
友
直
子
監
督

に
よ
る
講
演
会
が
開
か
れ
、
認
知
症
の

家
族
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と
や
、
自
分

を
含
め
た
誰
も
が
か
か
り
う
る
身
近
な

病
気
と
し
て
、
家
族
だ
け
で
な
く
周
囲

の
人
と
も
一
緒
に
支
え
合
う
こ
と
の
大

切
さ
を
語
り
ま
し
た
。

　

７
月
13
日
、
第
76
回
﹁
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
﹂
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
塩
地

区
保
護
司
会
天
塩
支
部
の
髙
橋
泰
史
支

部
長
ら
５
名
の
保
護
司
が
役
場
を
訪

れ
、
吉
田
町
長
に
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　
﹁
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
﹂
は
、

昭
和
26
（
１
９
５
１
）
年
に
始
ま
り
、

今
年
で
76
回
目
を
迎
え
ま
す
。
す
べ
て

の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
立
ち

直
り
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
犯
罪

の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
築

く
た
め
の
全
国
運
動
と
し
て
、
保
護
司

の
皆
さ
ん
が
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

７
月
８
日
、
こ
ど
も
園
で
給
食
室
を

火
元
と
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
園
庭
へ
避
難
し
た
後
、
消
防

天
塩
支
署
の
職
員
が
避
難
の
た
め
の
５

つ
の
約
束
﹁
お
か
し
も
ち
﹂
に
つ
い
て

１
つ
ず
つ
説
明
す
る
と
、
園
児
ら
は
元

気
よ
く
返
事
を
し
ま
し
た
。
ま
た
保
育

士
ら
に
向
け
て
は
、
今
年
６
月
に
東
京

都
内
の
小
学
校
で
発
生
し
た
火
災
の
話

題
に
も
触
れ
な
が
ら
、
意
外
な
場
所
が

火
元
に
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
様
々
な

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
想
定
し
て
訓
練

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
説
明
し
ま
し

た
。
続
い
て
恒
例
の
放
水
体
験
が
実
施

さ
れ
、
き
り
ん
組
の
園
児
ら
が
消
防
士

の
衣
装
に
身
を
包
ん
で
ホ
ー
ス
を
使
っ

た
放
水
を
体
験
し
ま
し
た
。

認知症への理解深める講演会

総理大臣メッセージを伝達

こ ど も 園 で 避 難 訓 練

▲上映会・講演会には大勢の町民が集まった

▲伝達に訪れた保護司ら

▲ホースから吹き出す水の勢いに目を輝かせる園児

　

天
塩
ち
び
っ
子
レ
ス
リ
ン
グ
少
年

団
の
団
員
６
名
は
、
７
月
24
～
26
日

に
国
立
代
々
木
体
育
館
（
東
京
都
）

で
開
催
さ
れ
た
﹁
第
43
回
全
国
少
年

少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
﹂
に

出
場
し
ま
し
た
。
大
会
を
翌
週
末
に

控
え
た
７
月
15
日
、
吉
田
町
長
の
も

と
を
訪
れ
た
団
員
ら
は
﹁
得
意
な
技

で
勝
ち
上
が
っ
て
い
き
た
い
﹂﹁
メ

ダ
ル
を
獲
り
た
い
﹂
と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

《
大
会
結
果
（
第
３
位
ま
で
）》︻
第

３
位
︼
高
田
康
玄
（
男
子
の
部
３
年

生
33
㎏
級
）、︻
第
３
位
︼
前
山
蓮
（
男

子
の
部
５
年
生
60
㎏
級
）

レスリング少年団全国大会出場

▲全国大会に参加した団員ら
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７
月
27
日
、
作
曲
家
の
内
藤
淳
一
先

生（
宮
城
県
仙
台
市
在
住
）を
招
聘
し
、

天
塩
中
学
校
・
吹
奏
楽
部
の
生
徒
７
名

が
午
前
と
午
後
に
分
け
て
、
８
月
に
開

催
さ
れ
る
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
演
奏

す
る
自
由
曲
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ま

し
た
（
途
中
、
天
塩
高
校
吹
奏
楽
局

の
生
徒
５
名
に
も
演
奏
指
導
を
実
施
）。

部
長
の
磯
田
虹
空
さ
ん
（
３
年
生
）
は

﹁
今
回
の
内
藤
先
生
の
指
導
を
受
け
て

曲
の
細
か
い
雰
囲
気
や
楽
譜
に
載
っ
て

い
な
い
強
弱
な
ど
、
気
づ
か
さ
れ
る
こ

と
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
教
わ
っ
た
こ

と
を
忘
れ
ず
、
コ
ン
ク
ー
ル
曲
だ
け
で

な
く
他
の
曲
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
﹂と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
ー
ド
ッ
ク
大
学

本
校
か
ら
10
名
、
同
校
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
校

か
ら
10
名
、
札
幌
の
北
星
学
園
大
学
（
国

際
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

学
科
）
か
ら
４
名
の
大
学
生
（
学
生
計
24

名
・
教
員
４
名
）
が
、
７
月
９
日
か
ら
４

泊
５
日
の
日
程
で
８
年
ぶ
り
に
来
町
滞
在

し
、
観
光
学
研
修
を
行
い
ま
し
た
。﹁
イ

ベ
ン
ト
﹁
映
像
﹂﹁
歴
史･

自
然
﹂﹁
サ

イ
ク
ル
﹂
の
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
天

塩
川
し
じ
み
ま
つ
り
へ
の
出
展
参
加
を
含

む
、
天
塩
川
歴
史
資
料
館
で
の
学
芸
員
・

協
力
隊
に
よ
る
解
説
案
内
や
町
サ
イ
ク

ル･

ル
ー
ト
試
走
等
の
活
動
体
験
を
通

し
て
、
旅
行
者
が
訪
れ
る
こ
と
で
、
地
域

　

天
塩
高
校
で
は
、教
科
の
枠
を
超
え
、

生
徒
が
主
体
的
に
課
題
を
発
見
し
、
仮

説
検
証
を
通
じ
て
思
考
力
を
養
う
﹁
総

合
的
な
探
究
﹂
授
業
を
先
駆
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
７
月
22
日
、
同
校
体
育

館
を
会
場
に
１
年
生
18
名
と
町
民
10
名

（
商
店
主
、
観
光
協
会
長
、
製
造
業
者
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
役
場
職
員
）
が

参
加
し
﹁
地
域
の
人
に
話
を
聴
く
会
﹂

を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
が
、
町
の
産
業

や
自
然
、
観
光
な
ど
の
分
野
テ
ー
マ
ご

と
に
特
長
や
魅
力
、
課
題
、
等
に
つ
い

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
対
話
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
聴
き
取
っ
た

内
容
を
も
と
に
整
理
し
な
が
ら
探
究
活

動
を
継
続
し
、
考
察
を
加
え
て
12
月
に

同
校
に
て
発
表
会
を
行
う
予
定
で
す
。

作曲家による演奏指導・天中

海
外
大
学
生
来
町
で

観
光
学
研
修

地 域 の 人 に 話 を 聴 く会

▲演奏指導を受けた天中吹奏楽部の生徒

▲天塩川しじみまつりに参加した大学生たち

▲外国人目線での天塩サイクル ･ ルート意見交換

▲天塩高校（1 年生）と町民が対話する様子

７月９日～８月12日

が
よ
り
良
い
状
態
に
な
る
こ
と
を
目
指
す

﹁
再
生
型
観
光
（
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ･

ツ
ー
リ
ズ
ム
）
を
実
践・探
究
し
ま
し
た
。

町
内
で
の
研
修
を
経
て
７
月
16
日
、
テ
ー

マ
・
グ
ル
ー
プ
毎
に
大
学
生
が
探
究
し
、

分
析
し
た
成
果
と
し
て
﹁
戦
略
的
天
塩
町

観
光
計
画
﹂
と
し
て
ま
と
め
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
を
通

じ
て
、
町
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
大
学
生
に
よ
る
提
案
内
容
の
中
に

は
、
酪
農
家
と
交
流
で
き
る
体
験
型
フ
ー

ド
ツ
ア
ー
、
案
内
解
説
付
サ
イ
ク
ル･

ツ

ア
ー
、
天
塩
川
、
冬
季
観
光
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
開
発
、
案
内
看
板
等
や
鏡
沼
公
園
を

含
む
町
内
イ
ン
フ
ラ
改
善
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

情
報
発
信
な
ど
、
外
国
人
旅
行
者
（
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
）
視
点
で
の
具
体
的
な
観
光
施

策
ア
イ
デ
ア
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
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７
月
27
日
、堀
松
建
設
株
式
会
社（
留

萌
市
）に
よ
る
工
事
現
場
の
見
学
会
が
、

こ
が
ら
児
童
ク
ラ
ブ
の
通
所
児
童
を
対

象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
か
所
目
の
天
塩
港
で
は
、
浚
渫
工

事
に
よ
っ
て
港
の
環
境
を
維
持
す
る
こ

と
が
町
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
説
明
し
、
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦

も
体
験
し
ま
し
た
。
２
か
所
目
は
問
寒

別
に
近
い
国
根
布
で
行
わ
れ
て
い
る
天

塩
川
の
築
堤
工
事
を
見
学
。
川
の
氾
濫

か
ら
地
域
の
人
々
を
守
る
工
事
で
あ
る

と
説
明
し
た
後
、
実
際
に
現
場
作
業
に

使
わ
れ
て
い
る
バ
ッ
ク
ホ
ー
や
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
等
の
重
機
に
作
業
員
と
と
も

に
乗
車
し
、
操
縦
を
体
験
し
ま
し
た
。

町 内 の 工 事 現 場 を 見 学

▲バックホーの操縦を体験する様子

　

令
和
８
年
度
高
齢
者
叙
勲
（
令
和
８

年
５
月
１
日
付
）
に
お
い
て
、
町
在
住

の
中
嶋
康
治
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受

章
さ
れ
、
８
月
３
日
に
吉
田
町
長
よ
り

勲
記
と
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
嶋
さ
ん
は
、
平
成
11
年
か
ら
３
期

12
年
に
渡
っ
て
天
塩
町
議
会
議
員
と
し

て
在
籍
し
、
監
査
委
員
や
議
会
総
務
文

教
常
任
委
員
会
委
員
長
を
歴
任
し
ま
し

た
。
ま
た
、
天
塩
町
農
業
委
員
会
委
員

と
し
て
昭
和
56
年
７
月
か
ら
平
成
11
年

ま
で
の
18
年
、
平
成
23
年
７
月
か
ら
平

成
26
年
７
月
ま
で
３
年
、
計
21
年
間
務

め
ら
れ
、
天
塩
町
の
産
業
、
文
化
、
福

祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　

月
１
回
、
サ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
海
岸

通
４
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
﹁Te to Te+

（
テ
ト
テ

プ
ラ
ス
）﹂
が
、
８
月
８
日
に
﹁
森
の

Te to Te+

﹂
と
し
て
初
め
て
町
運
動

公
園・芝
生
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
体
験
や
ス
ト
レ
ッ

チ
ー
ズ
、
無
料
配
布
に
よ
る
シ
ャ
ボ
ン

玉
あ
そ
び
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

会
、
リ
ズ
ム
あ
そ
び
等
の
子
供
向
け
企

画
、
天
塩
高
校
茶
道
愛
好
会
に
よ
る
お

点
前
披
露
、
マ
ス
カ
ッ
ト
サ
イ
ダ
ー
早

飲
み
大
会
や
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
撮
影
会
が

行
わ
れ
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
か

ら
町
内
外
か
ら
多
く
の
子
供
連
れ
の
来

場
が
あ
り
、
心
地
よ
い
陽
気
の
な
か
歓

喜
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
天
塩
町
母
子
寡
婦
会
が
月
１
回
開
催
し

て
い
る
﹁
バ
ス
停
サ
ロ
ン
﹂
が
８
月
６
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
夏
休
み
特

別
企
画
と
い
う
こ
と
で
、
子
供
限
定
で
焼

き
そ
ば
が
、
ま
た
来
場
者
に
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
・
わ
た
あ
め
・
か
き
氷
が
無
償
提
供
さ

れ
、
小
中
学
生
約
20
人
が
訪
れ
て
会
員
ら

と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
会
長
の
中
村
和

子
さ
ん
は
﹁
普
段
は
平
日
昼
間
の
開
催
で

す
が
、
今
回
は
夏
休
み
で
多
く
の
子
供
た

ち
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
﹂
と
語
り
ま
し
た
。
こ
の
取
組
は
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
町
で
ず
っ
と
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民
が
相

互
に
協
力
し
て
助
け
合
う
仕
組
み
を
構
築

す
る
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
も
と
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

バス停サロンで夏休みイベント

中嶋さんが旭日双光章を受章芝 生 広 場 で カ フ ェ

▲受章された中嶋さん▲芝生広場にて絵本の読み聞かせをする様子

▲夏休みバス停サロンで子供たちと交流する様子


